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　十　　　　　　　　　　　　　　　　犬Tsuneo Nasu
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　　　　　　　　　　　　　　　　　士．はじﾉめに犬　･犬　　十　……
オーストラリアの言=語教育が直面する=諸問題について理解を深めるために，それがどのようにし
て今日に至ったか，そ=の言語教育史の展開を時代,二社会√政治，言語教育の相互作用として検討す
べきではないかと思う。従って，そのような視点で本論はオーストラリアが建国された1788年から
今日に至る言語教育に関る主要な出来事を不十分ではあるが年表にしてまとめ，その特徴を明らか
にすることを目的とする。（注）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し　　　　犬
　　　　　　　　　　　　　　　IIご外国語教育略年史年表
1788年　＼　　　　　　　ト　　　　　　　　　　　　＼
　　　ポードジャクソン内シドニー・コープに植民地が開設された。こ上陸した移住者の四分の三
　　は囚人で占められていた。　　　　　　　　　　　　　　＼　　し
1819年　　　　　＜　　　　　犬　　　　　　　　　　　／　　‥　　　　　　ニ
　　　「カレンシイ･ラッド」とよばれる植民地生まれは自由移民として渡ってきた入植者や労働
　　丿者を外国人だと主張する者も現われた。ニ（植民地生ま｡れの“よそ者嫌い”の伝統がその後の白
　　大のためのオース下ラリアのスローガンとなる。）　し　　　‥　十　　ヽ　　　　＋
1838年　十　ト　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ニ
　　　ドイツ大の入植が始まった。　　　　　　　　ダ　十=　＼
1848年　　　　　＼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‥‥‥　　‥
　　　ニューサウスウェヤルズ州ではシドニー大学設立審議委員会によって現代語(modern Ian-
　　guages)の教授の任命が勧告された。当時のフランス語の教授の給料は低く，その地位はラ
テン語，ギリシャ語の支配下にあり，任意の寄付によってまかなわれた。フラドス語は学士
　コースノの中にはなく，受講者は少なかった。試験の内容は文法と翻訳を主体とする古典語の
　　場合と同じであった。　　ト　　　　　　　　　　　‥　　　　　　　＼　　し　　　　　　十
：　ｙ　イギリスのグラマースクールやスコノツトランドの学校で，現代語は有用な科目として教え
　　◇られていたために，ニゴーサウスウェールズ鮒の学校でもそのような学科として受け入れら
　　れた。植民地にある学校長もオーストラリアにおける現代語の有用性を疑わなかった。
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1850年　　　　　≒　　　　　　　　　レ　　　ノ　　　　　j　　　　　　　　　　　　　　　　・.I　｡　・
　　　1850年から1860年にかけて，古き良きイギリスの伝統学校と同じ理念のもとに√いくつか
　　の学校が創設された。例えば, 1852年には，スコッヂカレッジ,△1861年には，西ビクトトリア
　　在住の長老派教会派のスコットランド人上流階級の意向によりジローンカレッジ，さらに，
　　英国国教教会派及びメソジスト派に属す中産階級の要求に答え，メルボルン・グラマーズク
　　ール，ジローン・グラマースクヽ－ル，ウェスリー・カレッジも開校された。設立後の数年間，
　　こう七だ学校はイギリスから校長を招聘した。　　十　　　　　　　　　　　　　　＼
　　シドニー大学が設立された。高等教育の分野では，さらにイギリ,スの影響力が顕著であっ
　　た。 1850年代に設立されたシドニー大学とメルボルン大学のカレリキュラムは，古典，数学の
　　研究を中心に組まれ，教授陣はイギリスの大学から招かれ，植民地社会のリーダーシップを
　　とるにふさわしい，教養あるイギリス人を養成しようとしていた。
1852年　二　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　尚　　　　　　　　……
　　メルボルッ大学が設立された○　　　　　　　　　　■･　　　・　　　■　・　　■　　　　■　　　　　　　　　■
1859年　　　　　　　　　　　し　　　　　　　　　‥　　　　　　ト　　　　　　　∧
ビクトリア州の人口の＼8％が中国人で占められ，植民地の男性人口の20％にまで達してい
　　た。　　　　　　　　　　　　　　　･｡　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　……
1860年　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　………
　　十Ｃ.０.Ｈｅｉｍを校長とするSandhurst Grammar School では英語，ラテン語，フランス語，
し　　数学，算術√歴史，地理，簿記，作文が教えられた。　　　　　　　　ニ
　　　この当時設立された学校は，スコヅトランドのカリキュラムを受けついだ。新しく設立さ
　　れたSandhurst Corporate High School の校長であるJ. S. Moirは，大学進学のみならず，
　　行政事務や商業にふさわしいカリキュラムを用意することと教育の水準がメルボルンやジロ
　　一丿にある大きな中等学校の水準に劣らないことを提案した。商業コースでは，現代科目と
＝してフランス語とドイツ語，簿記，速記，算術，機械学，図画,犬音楽，英語，歴史，地理が，
　　また，大学進学コースでは，メルボルン大学によって規定された９つの教科，つまり，ギリ
　　シヤ語，ラテン語，算数，幾可学，代数学，歴史，英語√地理，フランス語またはドイツ語
　　のうちのいずれかが教えられた。　　　　　　　プ　　　　ト　　　　　　　　　＼
1862年　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　十
　　　これ以降大学入学資格としで９つの教科のうち６教科をパスで合格することが義務づけら
　　れた。すなわち, 'aristocratic subjects' つまり古典と数学のなかから２教科, "modern sub-
　　jectﾀﾞﾉのなかから多く七４教科の計６教科であった。 Corporate High Schoolでは古典と数
　学の研究が非常に重視され，大学進学コニスに在籍している生徒は好んでごれらの教科を勉
　強した。その際，２つの古典語は各500点，数学の３つの教科は各350点，現代教科は各250点
　　で計算された。この時からヴィクトリア州でギリシヤ語を勉強する生徒の数が急激に減っで
　　きた。
1865年
　　　フランス語とドイツ語は大学入学試験の必修科目となり, 1880自
　＼の可決により, 1885年までには後期中等教育修了試験で入気のあj
　　験者の外国語占有率は，フランス語が64%,ラテン語が51%,ド･
　　が21％であづだ6　し
1870年代　　　　　ニ　　　　　∧犬　　　　　　　ニ　ニ
　　　ニ言語教育を行う学校が100以上存在していた。ズカンディナビ
0 Public Institution Act
教科となった。当時の受
ツ語が23%,ギリシャ語
人，デンマーク人，ノル
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　　ウェー人，スウェーデン人の入植が始まった。
1879年
　　　St. Andrew's Collegeの大学進学コースからギリシヤ語が除外され，代りに，フランス語
　　とドイツ語が勉強されるようになった。
1880年
　　　ニューサウスウェールズ州ではPublic Instruction Ａｄが可決された。フランス語は1880
　　年以前に学校で教えられていたが, 1880年この法案が可決された後，文化面での必要性，及
　　び教科として，ラテン語と競うますます重要性のある地位を確立しはじめた。しかし,ヶフラ
　　ンス語教育の目標やその教授法についての研究は行われなかった。
　　　イタリア人の入植が始まった。
1886年
　　　中等学校でのフランス語教育の繁栄をうけて，シドニー大学では，英語と同様に，フラン
　　ス語，ドイツ語での３年のコースが設立されたのについで，現代文学のオナーズコース（ｈｏｎ-
　ours course)もつくられた，文法やテキスト以外に，文学や語学の研究が行われた。当然の
　　ことながら，後期中等教育修了試験の中に，簡単な文芸批評の問題が加えられることとなっ
　　た。他方, Oral Frenchの教授は卑下されていた０.
1901年（～1948年）ニ　　　　　　　　　　＼
　　　白豪主義政策が打ちだされた。
1911年
　　　20世紀に入って，ヨーロッパでは近代語の教授法において改革運動かおこり，直接教授法
犬が唱導されることとなった。数名のオーストラリア大の大学関係者及び教育委員がその運動
　　に直接ふれることによって，ニューサウスウェールズ州の中等学校のカリキュラムの改革へ
　　の気運がもりあがり，同時に，大学や教員養成大学においてもその改革は実施されることと
　　なった。音声学の研究とディクテーションの練習によって話す技能に卓越していることが評
　　価されることとなった。　　　　　　　　犬
　　　Direct method （直接教授法）による現代語の実験は最初は非常な成功をおさめたが，その
　　教授法や聞き，話す技能に精進した教師の不足のために，その方法は幅広く採用されるには
　　至らなかった。
1914年（～1918年）
　　　第一次世界大戦が始まった。　・Ｊ　　・
■･　　■　　　　　■■
　　　メルボルンでは18人の人々が結社を結び，大学からドイツ語の講議をなくし，ルーテル派
　　の学校を閉校に追いこもうという企てに加担し，オーストラリア生まれの子供達が祖先の言
　　語を学ぶのを否定する事件がおきた。これは単一言語主義の勝利を物語る事件であった。
　イタリア人に続き，マルク，ギリシヤ，南ヨーロッパの人々，また東ヨーロッパからはユ
　　ーゴスラビアが入植してきた。
1916年　ト
　　　この年にオーストラリアで行われていたバイリンガルスクールは60校存在していた。 19世
　＼紀には初等・中等学校で60校以上の学校で二言語教育が行われていた。大部分の学校はドイ
　　ツ語と英語で行われていた。しかし，フランス語と英語，ゲーリック語と英語その他の言語
　　で行われている学校もあった。その結果二つの言語で高い能力をもつ学生がみられた。
1925年
　　ニシドニー大学のフランス語教授Nicholsonの反対やフランス語を海外で勉強した経験の
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　　ない教師にとって困難なことから, Direct methodの実験は中止させられた。
1927年　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｌ
　　　大学のフランス語コースの水準の高さについての公開討論がおき|だ。 1926年の後期中等教
　　育終了試験(leaving French paper)の水準の高さについての批判が立法会議(legislative
　　assembly)からおこり，シドニー大学フランス語教授Nicholsonと教育局長(Director of
　　Education)との討論がSydney Morning Herald紙に掲載された。1
1929年（～1933)
　　世界的な恐慌の時代であり，失業のために，多くの生徒が学校にとどまった。
1930年　　　　　　　　　　‥　　　　　　　　　　　　　　　　　ｉ
ヴィクトリア州のフランス語教師の会議とサマースクールが
援によって１月28日から約一週間メルボルン大学の文学部でひ･
(フランス語の教授法と現代フランス文学の主要な動向に関する
るフランス語教育の一般的な政策と問題についての討論)√実践
ルン大学と教育省の後
だ。会議は講義と討論
ヴィクトリア州におけ
(少数グループに分かれ
　　ての集中的な音声学の訓練とディクテーションの練習),最後にフランス語の授業の導入につ
　　いてのモデル授業から成っていた。委員としてMessrsやA. R. Chilsholm, L. V. Ottaway,
　　G. E. Greenが出席していた。　　　　　　　　　　　　　　　　　｜
　　　11月のクリズフスの休欧を利用して，ラランス語教師のデマースレ・ルがメルボルン大学
　　でひらかれた。約200人が出席した。教授法(Mr. Green),授業の際の問題(Mr. Ottaway),
　　直接教授法に基づいた読みの授業(Miss. Carrasco),作文の授業(Mr. Phillips)について
　　講義や実演がなされた。
1932年(～1936年)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ご
　　　恐慌後の経済的な不安さをものがたり，子供達はできるだけ家計を助けるために中等教育
　　修了後仕事につく必要があった。
1936年　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ト
　　　Public Instruchtion and University Ａｃtが可決した。し
　　　この時まで，中等学校の終了試験(leaving certificate)を統括していたBoard of Examina-
　　tionが解消され, Board of Secondany School Studiesが設立さ
　　等学校の先生が参加して，シラバス委員会が作られた。これによ
　　の統制についての大学との長い間の論争の中で主要な成功をおさ
／　ラムの整備がすすむこととなった。
1940年
　　　Ｍｏｄｅｒｎ　Ｌａｎｓｕａ,
Research)が出版された。この当時の現代語教育の指針として現
代語教育の目的，目標，教授原理，指導過程，補助具の使用，学
れた。この委員会には，中
????。?????
資格，現代語教授の問題点についてまとめられた。それによると，
余暇,職業,他教科への寄与の点で価値があるとしている。さらに，
　　が教授法としてすすめられた。
1945年
　　　中等学校修了試験のための新しい規約がっくられた。
　　することが義務づけられた。そのうちの１つは英語で，
?????．
の結果，
て, public examination
だ。その結果，カリキュ
for Educational
語教育委員会の見解が現
での組織，現代語教師の
見代語教育は文化，視野，
Direct Meohod
生徒は５つの教科に合格
の４科目は，近代史，外国語，数
それまでは，英語
のフランス語の占
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　　有率は, 1943年の62％から1956年には34％ぺとさがってしまった。　　　　　　　　ト
　　　聞くことと話すことが強調され，当該国の人々の文化が重視されるようになってきた。
　　　現代語と古典語が大学入学資格要件からはずされることとなった。
1946年
　　　成人移民者のための英語教育が連合政府の計画のもとに実施されることになった。
1949年
　　　フランス語とド千ツ語の占有率の減少のために，教育大臣(Minister of Education)は，
　　小学校で有能な生徒が言語の学習をできるように言語コースを設けるように勧告した。
1950年代
　　　工業技術ブームが倒来しか。
1951年
　　　外国語教育のための'News letter'がヴィクトリ＼ア州で発刊された。
1953年
　　　ニューサウスウェールズ州では中等教育を調査するためにDr. HンWyndhamを委員長と
　　する10人委員会が結成された。その委員会の報告飛tノヒューサウスウェールズ州中等教育調
　　査委員会報告"として，４年後の1957年に発表された。
　　　Ｔｈｅ Ｕｓｅ ｏｆ　ＶｅｒｎａｃｕlaｒＬａｎ即明ｅｓ　in Ｅｄｕｃａtｉｏｎ：Ｔｈｅ Ｒｅｐｏｒt　of　tｆｉｅＵＮＥＳＣＯ Ｍｅｅtｉｎｇ
　　ｏｆ ｓpecialiｓtｓ(ＵＮＥＳＣＯ)が出版された。 1951年末パリのユネスコハウスに世界中から専門
　　家が集い，母国語の使用について議論を行った。この会の主要な目的は２つの重要な問題，
　　つまり, (1)教育においてどのような状況のもとで母国語の使用が可能か, (2)母国語の使用を
　　助長するためにどのような対策がとられるか，について応えることであった。
　　　８月セイロンのNuwara Eliyaで“The Contribution of the Teaching of Modern Lan-
　　guages towards Education for Living in ａ World Community" の議題の元でユネスコ国際
　　セミナーが開催された。この会議では現代教授と国際理解，さらに現代語の教授法に関する
　　問題が話し合われた。
1956年
　　　アジア系難民に対して永住が認められるようになった。
　　　ニューサウズウェールズ州ではsituational approach に基づいたテキストが製作された。
　　　５年前に発刊されたNews letter'がヴィクトリア州の外国語教育雑誌ＢＡＢＥＬと新しく
　　名称を変更した。
　　　９月５日～14日までヴィクトリア州教育省の中等学校とテクニカル・スクールのための
　　residential seminar がMelbourne Teach?Ｓ Callege でひらかれ，24名の言語教師が参加し
　　た。討議題目は,バ1)学校のカリキュラムの牛での現代語研究の位置づけ√(2)目標, (3)標準，
　　(4)補助具，(5けキスト, (6)学外の試験, (7)教授法の問題, (8)他教科との関連，(9)シラバス，
　　㈲背景の研究,バ11)言語の部屋の位置づけ，であった。
　　　セントキルダロードのDepartmental house Cowabeeで現代語会議がヴィクトリア州教
　　育委員会の主催によってひらかれた。この会での議題は, (1)目標の声明とこれらの目標の重
　　要性を子供に強く引象づける方法, (2)中学校―興味の換起と持続, (3)できない生徒のための
　　教授法, (4)直接教授法と口頭練習, (5)テキストの適切性, (6)背景についての学習, (7)補助具
　　とその使用, (8)試験とテキスト, (9)その他－シラバスなど，であった。
　　　“Situational" ｍｅthod/によって移民の人達への英語教育がかなり成功をおさめたことか
　　ら，連邦教育省は1955年の暮ニューサウスウェールズ州の教育省にこの方法がフランス語の
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼　　　　　　　｜教授法にも有効かもしれないと提案した。一年後の1956年の末, Fort Street Boys' Ｈ返h
Shoolの男子生徒のクラスとStrathfield Girls'High School の女子生徒のクラス，ニクラス
にこの方法を実験的に導入することが決められた。
　セイロンでユネスコ国際会議が開らかれた４年後の１月30日から２月26日までシドニー大
学のWesley College でRegionalセミナーがひらかれた。この会議の目的は南東アジア地域
での2つの国際である英語とフランス語の教授に前年度の国際会訟でなされた研究を継続す
ることであった。このセミナーの討議の内容は，現代語教授の目
1;
，教授法（教師，メディ
　　ア，補助具)，教員養成，教師の交換，特別の問題に関するもので参った。この会議にはミシ
　　ガン大学英語研究所所長C. C. Fries等が参加した。　　　　　　｜
1959年　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１
　　　シドニー大学は外国語と数学の必修を再び課した。
1960年代　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼
　　　州及び連合政府に対して，移民者，とりわけ，移民者の子供を対象とした英語教育に特別
　　の助成をするようにかなりの圧力がかけられることとなった。　　｜　　　　　　　　　　　　　　　　㎜
1960年　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
　　1960年代の現代語教育について政策を再評価してオーストラリアユネスコ委員会は３つの
問題点，すなわち, (1)初等・中等学校で外国語が教えられるべきか, (2)学校のカリキュラム
の中に位置づけられる文化的かっ実用的価値を外国語がもらてぃ叉とし七，どの言語が教え
られるべきか, (3)学校以外に，外国語を知ることの利点を得る効巣的な方法があるか，を指
　　摘した。
1962年
　1957年に発表されたWyndham調査委員会の報告に基づいて，耳ユーサウスウェールズ州
では, Wyndham Reformと呼ばれるカリキュラムの改革が行われた。その結果，外国語は
選択科目となり，中等学校の琴初の６ヵ月間はどんな外国語の教j4も禁止されること≒なっ
た。他方，そのことは初等教育での外国語教育をすすめることとなった。
1963年
　　　インドネシア語が導入されることとなった６
　　　　AustralianHumanities Research Councilにょってオーストラリアの大学での外国語の
　　■㎜位置づけについて調査を行ったCommittee on Foreign Language! が設立された。
1964年　　　＼　　　ダ　　　　　　　　　　　　　　　　　十　　　
で
　　　　教授法としてオーディオリンガルメソッドがCommonwealth Office of Education にょっ
てすすめられた。また教師は発音練習や音読，ディクテーション，目標言語でのQuestion &
Auswerだけではなく目標言語を授業の中で用いる時間をふやすよう望まれた。試験につい
　　ては，英語の一節を目標言語に翻訳することや外国語の＝節（すでに読んだものとは限ぎら
　　ない）を英語に翻訳すること，文法や綺語，発音の知識をためすだめの問題が出題された。
　　指導法としては，劇化や暗唱，エッセイレ歌，クラブが用トられたしテキストと文学作品に
　　加えて，ポスターやテープレＪ一ダ，ラジオ，テレビ，外国の新聞,が補助具として用いられ
　　ることがすすめられた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　づ
1966年　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，
　Olive wykes にょってＳｕｒｖｅｙ ｏｆＦｏｒｅｉｇｎＬａｕｅｕａ
蛍泥Ｓがまとめられた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｉ
　ニューサウスウェールズ州の阪育省にょってくＴｈｅ Ａｕｒal-ｏｒａｌＡｐｐｒｏａｃｈｔｏｔｈｅＴｅａｃｈｉｎｓ
オーストラリアにおける言語教育Part8 (那須） 59
of　Ｆｒｅｎｃｈ(Sydney, Government Printe)が出版された。
　1968年
　　　　Ｔｅａｃｈｉｎｇ　ofＦｏｒｅｉｇｎトＬａｎｇｕｃ＾ｅｓ緬 Ａｕｓtｒalia（011ｖｅ Wykes and Ｍ. Ｇ. King)が出版さ
　　　れた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼
　1970年
　　　　移民大臣(Minister for Immigration)が連合政府の議会で，移民者の子供のための英語
　　　教育のプログラムを開発するために資金をあてることを発表した。
　　　　Commonwealth Advisory Committee on the Teaching of Asian Lauguages and Cul-
　　　tures iﾘAustraliaは, Australia as part of Asia のスローガンのjもとに，オーストラリアと
　　　東南アジアの国々との経済，文化，安全面における緊密な関係を指摘七，その地域への幅広
　　　い文化的な関心として言語の研究を強調した。その結果，高等教育機関で中国語や日本語，
　　　インドネシア語を教えるAsian Studiesの学科が新設されることとなった。その他，ラテン
　　　アメリカとの貿易の関連でスペイン語が，また，貿易や防衛，世界の大国という面からロシ
　　ア語が導入された。
　　　メルボルンでの近代語教師会議で，生徒の1/3がドイツ系でありながら，そこで教えられて
　　　いる言語が唯一フランス語である学校が話題として注目された。
　　　　ニューサウスウェールズ州やビクトリア州，南オーストラリア州，西オーストラリア州，
　　タスマニア州で教えられている第一外国語はフランス語であり，第二外国語はフランス語が
　　　堪能である生徒のみに教えられた。
　　　　1970年代にヴィクトリア州にあるいくつかの小学校で第２言語のプログラムが始められ
　　　た。それらは大体ボランティアーの移民の両親や大学生，当該言語についてさまざまな能力
　　　をもっている教師によって一回限りのプログラムであった。下級生，または上級生を対象に
　　　して，一週間に30分，または６時間行われるものもあった。結果は成功をおさめたものもあ
　　　ればその逆の場合もあった。他の学校のプログラムと比較したり√十分な評価が行われなか
　　　った０　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■
　1972年
　　　　移民及び民族事情大臣(Minister of Immigration on and Ethnic Affairs)にAl Glassby
　　　が任命された。彼によって，“multicultural society” どfamily of the nation” といった言
　　　葉が広く受けいれられるようになってきた。彼は，アボリジニーを除いて全てのオーストラ
　　　リア人は移民であり，しかも，オーストラリアの全ての人々はオーストラリア人であるため
　　　の同じ権利をもっていることを強調した。さらに，彼は二言語主義が全てのオーストラリア
　　　人にとって望ましいことを論じた○
　　　　この年の末までに，統合政策(integration)が同化政策(assimilation)にとって代った。
　　　　選挙運動の重要な問題として，民族問題がとりあげられるようになった。
　　　　オーディオリンガルメソッドヘの失望からlanguage awareness movementが始まった。
　　language awareness course, introductory language programme, general language course,
　　language and communication studiesといったさまざまな名称で呼ばれたこのプログラム
　　は1972年頃から1983年までの間に主として行われた。その間1976年と1978年にビクトリア州
　　ではno, 107校の中等学校でこの方式が採用された。
　　　　州政府と共同でアジアの言語と文化の教授を発展させるためにAsian　Studies　Co-
　　　ordinating Committeeが設立された。
1973年
6０ 高知大学学術研究報告　第39巻(1990年）人文科学:
“Community lauguage” という言葉が用いられるようになった。
1974年
　　ノメルボルンで最初のMigrant Education Action Conference がﾑ催され，全国から600人
　　の参加者があった。その会議で｡第二言語としての英語教育の剔jjと向上，移民言語での教
　　材の作製，民族言語の教授，などにっいての要求が決められた。
1975年っ　　　●●●　●●●　　　　　　　　　　　　　　●●　Ｉ
　　　Racial Discrimination Act が可決され，人種や膚の色，出身国，出身民族の違いにより差
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｜　　　　　　　　　　　　¶　・することを違法なものとした。 ト 犬
School Commission の1975年後の報告の中で、移民への単なる英語教育から多文化社会の
ａ､z八面百｢ｔ^l、i≫i-^arふ々2仝菅田３ぐ４り十。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
！
ための幅広い教育が強調された。
　ラジオによる多言語放送がシドニーとメルボルンで始められた。I
　Asian Studies Association of Australiaがアンザス会議の会期中キャンベラでひらかれ
たアジア研究者の集会で設立された。　　　　　　　　　　　　　　ｉ
　Ｓｕｒｖりｏｉ Ｆｏｒｅｉｇｎ　Ｌａｔｅｇ四隅Ｔｅａｃｈｉｎｇ　in　tｈｅ　Ａｕｓtｒａｌｉａｎ Ｕｎ咄咄tieｓ 　(１９６５－１９７３)
（Ｃｏｍｍｉttｅｅ on Foreign Languages for the Australian Academy of the Humanities)が
出版された。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｌ
1976年
　　　５才の児童を対象としたChild Migrant Education Program
　　された。これ以後，移民の子供達の文化的な多楡匪を積極的にタ
　　グラムを改善することに努力が払われることとなった。
　　Committee on the Teaching of Migrant Language in Schc
教育当局は学校の中で子供達が移民の言語(migrant languages)と
会を与えるべきであるとし、多文化社会の中の学校の中で移民の
れるべきではないと教育大臣に強く､進言した。
　裁
wealth Department of Education) が出版された。
　Asian Studies of Australia の第ｉ回全国大会がメルボ
ヤ
万ドルの資金援助が出
れるために学校のプロ
その報告書の中で，
について勉強する機
と文化の勉強がかけ離
Lａｎｅｕ昭ｅｓ　in ｓｃｈｏｏｌｓ（Ｃｏｍｍｏｎ
ルン恰ひ
ﾚ
かれた。
　　　　第一回全オーストラリア日本語教育セミナーが開催された．120多の関係者が出席した．
1977年
　　　　Australian Ethnic Affairs Councilが設立されて, Australia ａＳしMulticultural Society
　　　を出版しその中で，多文化教育の重要概念として, social cohesion; equality, cultural iden-
　　　tityの３つが掲げられた．　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　ト
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　｜ニューサウスウェールズ州のMultilingual Education ＣｏｍｍｉttμｅはCommitte on the
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　I　　・　　　　　　｜Teaching of Migrant Languages in Schools の勧告を支持二学校でＣＬＯＴＥ(Ｃｏｍｍｕｎｉｔｙ
Languges other than English)の教授を発展させるために10,500ｙ
　Ｔｅａｃｈｉｎｇ of　Ｍｏｄｅｒｎ Ｌａｎｇ東陽ｅｓ　in　Ａ犯行ａｌｉａｎ　ｓchools : 1975 （
ment of Education Research Branch Report 3）が出版された。
1978年　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　:　　i
　　　Asian Studies Association of Australia の第２回全国大会がひ
　Ｒｅｐｏｒt of　tｈｅ Ｒｅ雨ｗ　of Ｐｏｓt-ａｒｒiむalＰｒｏｇｒａｍｓ ａ筒ｄ Ｓｅｒｖｉｃｅｓｔｏ
Report)力1出版された。
hａｎｓｕａｓｅ Ａｎｄ Ｍｕlticｕltｕｒal Ｅｄｕｃａtｉｏｎ: Ａ１４Ａａｓtｒａliａｎ
の署名を集めた。
･かれた。
Ｍｉｇｒａｎtｓ（theGalbally
　　　　｜
Ｐｅｒｓｂｅｃtiｖｅ (G. L. N. Robinson)
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　‥が出版された。　　　　　　　　　　　　　　　ト∧　　　　　ヶ　　ト　　　　　　　　ト
1979年し　く　　　　　　し　　　　　　　　犬　　　　　　／　･●　　　　レ　　　ノ
　　　Australian Institute of Multicultural Affairs (議長Galbully)は, Review of Multicultural
　　and Migrant Education の中で教育機関の内外で，全てのオーストラリア人がＣＬＯＴＥを学
　　ぶ機会をもつことの重要性をく入り返し指摘した。　　　　　　　　　　　　　　　　ト
　　　キャンベラにあるCurriculum Development Centre は Core Curriculum for Australian
　Schoolを発表し，その中でコブカリキュラムを提案した。それノはオーストラリア大のための
　　総合教育の中心となる基本的かつ不可欠の学習及び経験をさした。しかしながら，外国語は
＞　コアからはずされることとなったレ　　し　ト　　　　　し　十　　　　　　　　　ト
　＼　Ｐｅｒｓｐｅｃtiｖｅｓ　ｏｎＭ肩脱縦組ｒal Ｅｄｕｃａtｉｏｎ(Australian Ethnic Affairs Council Committee
　▽on Multicultural Education)が出版された。　　十　　　　　　　　十
　　　Ｔｈｅ ＦｏｒｅｓtＴｈｒｏｕｇｈｌ秘 Ｔｒｅｅｓ: Iｓｓｕｅｓ緬 Ｆｏｒｅｉｇｎ　ＬａれｍｍｅＥｄｕｃａtｉｏｎ(G. L. N.
　　尚Robinson)が出版されたノ　　　　　　犬　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‥
1981年　ニ　　＝　　　　　　　　■　■　　■　　　　　　･･｡｡　・　　･｡　　・　　　　I.　　・　　｡･j･
　　　Ethnic Affairs Task Force of the Australian Council on Population and Ethnic Affairs
　　が設立された。ヶ　　　　　　ニ　　　　　　　　　　　　　　　　　　し　　　　　　づ
　　ニHuman Rights Commission Act が， 少数民族の言語権利を保護する目的で可決された。
　　児童の権利宣言の項目の中では，民族や皮膚の色，言語，民族のために差別されることがな
　　いように子供達の権利が保障された。‥　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼
　　　ビクトナア州の２つの州立の小学校(Bayswater South とSyndal Ｎｏｒth）では, Victorian
　　Advisory Committee ｏｎﾆMigrant and Multicultural Educationの助成を得てimmersion
　　programmeが始められた。前者ではバイリンガル教育，後者では普通の第２言語教育が行わ
　　れた。‥　　　　　＼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‥
　　　Ｃｏｍｍｕnitｙ　ｈａｎｓｕａｗｓ(M. Garner ed.)が出版された。　　　　　　　　　　　犬
1982年　　　　　　　　　　　十　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ト　　　……
　　　Federation of Ethnic Communities Council of Australia によって召集された会議で当時
　　のフレーザー・オーストラリア首相が多文化国家となるため強力で積極的な援助を行うこと
　　を確言した。　　　　　尚　　　　　尚　　　‥　　　　　尚　　　‥‥‥　‥‥‥
上　　ＴｏＭ)ｎｒｄｓ　ａ　I＼latｉｏｎａｌ　Ｌａｎｓｉｉａｅｅ
Ｐｏｌｉｃｙ(Commonwealth Department of Education) が
　　出版された。　　　　　　　　　　。　　　　　犬　　　　　　　　　　　　　　　犬
　　　Ｍｕltiline:公証Ａｉｉｓtｒalia Ｒｅｓｏｕｒｃｅｓ-1＼Ｊｅｅｄｓ-Ｐｏｌｉｄｅｓ(MichaelG. Clyne)が出版されたレ
1983年ニ　　　　　　　　ト　　　　　　　　＼　　　　　　犬　　　　　‥‥‥‥　‥
　　　The Community of Review:of the Australian Institute of Multicultural Affairs は，移
　　民及び民族事情大臣(Minister of Immigration and Ethnic Affairs) への報告書の中で，民
　　族や文化の違いによって社会から不利をこうむうている人々のために，“equality of access”
　　を向上させることを優先するように勧告した。　／　　　　　　　　　　　　十　　　　し
　　　Australian紙に，“Foreign languages should be compulsory”という題の記事が投書さ
　　れた。その主要な内容は,:大学入学資格試験の全受験者の中で外国語の履習者が15％という
　　低い割合を深刻に受けとめ，外国語の必修教科への復活を主張することであった○･
　　　ＡＮ?回心ＬＧ場四即Ｐｏｌｉｃｙかｙ Ａｕｓtｒalia（ＰＬＡＮＬａ面Ｐｏ! Committee)が出版され
　　た。
　　　ビクトリア州では初等学校で英語以外の言語を大規模に導入する野心的な教育実験が開始
62 高知大学学術研究報告　第39巻(1990年）
　された。Bayswater South とSyndal North のプログラムがもっと長期にわたっで行われる
　　こととなり，それらのプログラムの評価もなされるようになった。さらに, Bayswater West
　レで新しいプログラムが開始されるようになった。　　　言　　　　　　　　＋
1984年レ，　　＞　　　　　　　　　　　　＼　　　　　‥‥‥‥‥
　　　A y＼JatｉｏｎａｌＬａｎＢ擢＾ｅ Ｐｏｌｉｃｙ［Senate Standing Committee on ］Education and the Arts)
　　が出版された。　　　　　　　　　　　　　　　　　　犬　　　ト　　し　：　　　　＋
1985年　犬　　　　　　　　　　＼　　　　　づ　　　　っ犬　　　　　ト　　　　　大
工　　ビク斗リア州教育委員会と多文化・移民教育政府諮問委員会(Ministerial　Advisory
　　Committee on Multicultural and Migrant Education :MACMME)の共同によって作成さ
　これ=だ政策であるＴｈｅ Ｐｌａｃｅ　ofＬａｎｅｕａｅｅｓｏtｈｅｒニtｈａｎＥｎｇｌｉｓh　in　ＶｉｃtｏｒｉａｎＳｃｈｏｏｌｓが発表さ
　　れた。これはビクトリア州の全ての小・中学校のカリキュラムの中に第２言語を位置づけ，
　　民族の言語を維持することを保証すること=を目的として明記している6
1986年　　　　　ｌ　　　　　　　　　　　　　　　　十　　　　　　　　っ　　………
　　　Ｎａtｉｏｎａｌ Ｓｕｒｖり可ｈａｎｇｕａｇｅ　Ｌｅａｒｎｉｎｇ in八ｗｓtｒａｌｉａｎ　Ｓｃｈｏｏｌｓ:」983 (Commonwealth
　　Department o卜Education)が出版された。 1983年末, Commonwealth Department of
　　Educationによってオーストラリアの全ての初等・中等学校を対象として言語学習の実態調
　しj査が行われた。全国の総学枚数の55%,数字として5,218校からの回答に基づいてまとめられ
　十た調査結果がこの報告書である。それによると√最も人気のある外国語はフランス語，ドイ
　　ツ語，イタリア語，インドネシア語，現代ギリシャ語，日本語，ラテン語の順であった。ま
‥　た，前期中等学校での外国語学習者は60％に及ぶが，後期中等学校では16％に激減している
　十ことが判明した。さらに，外国語が教えられない主な理由は当該言語を担当する教員がいな
　……しゝためであることが判明した０　　　　　，　　　　・　　　　■
■
･　　　　　　　　　　　　■･･■■Ｉ
　　　Ａｎ Ｅａｒlｙ Ｓtａｒt Ｓｅｃｏｎｄ Ｌａｎｇ皿ｓｅ ｄ ＰｒｉｍａｒｙＳｃｈｏｏｌ(Michael Ｇ. Clyne ed.卜が出版さ
　　れた。
1987年
＼　　大Ｎａtｉｏｎａｌ Ｐｏｌｉｃｙ　ｏｎＬａｎｓｎａｓｅｓ（JoｓｅｐｈＬＯ Bianco)が出版された。この報告書は言語政
　策について検討するために政府がLo Biancoに依頼してまとめさせたものである。　　∧ニ
　　　同年12月政府によってLo Biancoの報告書にもられた内容にそって８つのプログラムを
　　実施するための予算が計上された。　　　　　　　　　　十　ト　　　　づ　コ
1989年　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ト
　　つAsian Studies Ｃｏｕnci1によづて1988年オーストラリアの大学およびガレッジでのアジア
　∧　研究とその言語の学習状況についての調査が行われ，翌年１月にIngleson Reportと七て発
　表された。この調査の目的はアジア研究の現状を調らべ，将来それを推進しいくことにあっ
　　た。　　　　　　　　　　　　　　　　＼　　　　　　　　　　　　　つ　　　　　　　　　　　　　上
　‥　　ビクトリア州教育委員会によって州の多文化社会を発展させ，言語学習を向上させるため
　　の短・中・長期にわたる目標を明確に打ち出したＬａｎｇｕａｇｅｓ Ａｃ瓦ｏｎ Ｐｌａｎが６月に発表され
　　た。それによると，例えば, 1989～90年にかけて英語以外の言語を教える教師20名，中等学
　　校でのＥＳＬの教師20名，小学校でのＥＳＬの教師30名の計70名を新規採用するごと，英語以
十/外の言語を生徒が学習するように公へのキャンペンを実施すること，言語のデータベースを
　　群細に発達させること，英語または英語以外の言語のためのコンサルタントをふやすこと，
　　言語教師や言語を専門とする学部や翻訳・通訳のサービス，商業上の言語のサービスを見直
ト　すなどが主な内容としで扱われている。　　　フ　　　　　　　　　犬　　　　　ニ
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　　　連邦政府は７月末多文化主義を国の国是とする全国キャンペーンを開始した。多文化・多
　　民族主義と国の統一が両立することを前提にその定義を明確にするもので，このような運動
　　はかつてみられなかった。動機の一端は政府が本年早々に実施した全国調査で多文化主義に
　　懐疑心と誤解をもつ国民が多いことが判明し，こうした傾向が社会的結束力とアイデンティ
　　ティーの確立を阻んでいるとしてすべての民族グループを対象に①差別解消の自由，②政府
　　財源の公平利用，③社会活動への全面参加，④英語および各民族言語の自由な習得，⑤各民
　族文化の促進・保護，などの諸権利拡大のゴールが設定された。同運動の趣旨は全ての民族
　　に対する権利(access卜と公正の原則(equality ｐ０１１ｃy）である。　　　　　　　　　　◇
　　　モナッシュ大学（ビクトリア州）でAustralian LinguisticsSociety とApplied Linguistic
　Association of Australiaの共同による第14回全国学会がひらかれた。その総会で，言語政
　　策の具体的な実施に対する政府の公約の先細りを懸念する旨の４項目にわたる勧告が採択さ
　　れた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＋
1990年
　　　ニューサウスウェールズ州の教育カリキュラムの改革案が発表された。 ‘Excellence　and
　　Equity'を目的としたこの改革案は教育の水準向上と生徒の教育の機会推進のためのもので
　　あり，12年生（日本の高校３年生にあたる）までの全ての生徒がバランスのとれた教育を平
　　等にうけ生涯教育の一環としての職業，技術習得の訓練をうけることを保証している。主要
　　な改革点は7～10年生の全生徒に主要な現代外国語の履習が義務づけられている点にある。
　　現代外国語としてあげられているのは，アラビア語，中国（北京）語，フランス語，ドイツ
　　語，インドネシア語，イタリア語，日本語，韓国語，ギリシャ語，ロシア語，スペイン語，
　　ベトナム語の12カ国語亡，実際に授業が新しいカリキュラムにそって行われるのは1996年か
　　らで最終的にこれらの言語のうちいくつかを最低２年開展習することになっている。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ill ｡ おわりに
　以上の年表に盛りこんだ出来事から言語教育を取り巻く一連の流れをつぎのようにまとめること
ができよう。
　1788年にイギリスの流刊地として誕生したオーストラリアは1940年代の中頃までイギリスと人権
的，文化的，経済的な密接な関係を保持していた。大部分のオーストラリア人はイギリス人を自分
の出生国と述べるか，また少くとも‘British'や‘English-monolingualis?を自己のアイデンティテ
ィーとみなしていた。従って，イギリスの教育制度がオーストラリアにそのまま受けいれられ，エ
リート教育観と結びついた選別的教育によりフランス語，ラテン語，ドイツ語，ギリシャ語が生徒
の能力に応じて教えられていた。
第二次世界大戦を経て1960年代の来から1970年代にかけてオーストラリア国内で生じてきた社会
的，経済的，政治的な変化と世界的な状況の変化は必然的にオーストラリアの言語教育に大きな影
響を及ぼすこととなった。まず社会的には本国イギリスや伝統的なヨーロッパの国々以外の地域(例
えば，アジア)力ゝらの移民や難民を受けいれることによってracial, ethnic, linguistic,culturalな
面での多槍陸が増大してきた。つぎに，経済的には1950年代初期のオーストラリアの輸出の52％が
英語圏，残りの48％がその他の国によって占められていた。しかしながら, 1980年代初期にはこれ
らの教字はそれぞれ25％と75％と逆になってしまった。政治的には，イギリスの忠誠者メンディー
ズ首相が院退した後を引き継いだボルト首相ははじめてアジアの国々を訪門し√対外的にオースト
ラリアはアジア・太平洋地域の一員という政策が打ち出された。そして世界的には人権や民族
6４ 高知大学学術研究報告　第39巻(1990年）人文科学
(racial and ethnic)の平等がいくつかの国際的な会議(たとえば, International Covenart on Civil
and PoliticalRights やUNESCO Convention against Discrimination in Education, International
Uj･UよりJふｕりuzzいｂz二りりｌ　ｗ４･～ｓＪ～～ミ’--･----‥-　　U
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　｜Convention on the Elimination 6f all Forms of Racial Discriminationﾘで批准されることとなっ
た。このような情勢の中，20世紀に始まった白豪主義（1901～1948),同化･統合政策(1949-1970)
という一連の移民政策にかわって出現したのは多文化主義と呼ばれる政策
ドラム政権の誕生と共に移民大臣として入閣し，後にCommissioner for ･
して重要な役割を果たしたAl Grassbyによって多文化主義の概念が国民
語以外の言語や文化の価値への認識が高められることとなった。数多く
だ社会構造および生徒の質的な変化，さらには内的・外的な政策の変化
あった。 1972年ホイツ
mmunity Relations と
中に除々に浸透し，英
民の流入によって生じ
た を通してオーストラリアに
おける言語教育の役割が見なおされることとなった。そのような流れの中|でレより一貫した言語政
策を求める声がきかれるようになった。　　　　　　　　　レ　　　　　　，
　1卵O年代に入っていくつかの言語政策が具体的に提案され,!986年にLo Biancoによって串され
た報告書は政府の言語政策の骨子として実施されることとなった。現在予
ムは，移民のための第２言語としての英語教育，英語以外の第２言語･
ための教育，アジアの研究とその言語教育の推進，多文化，異文化間（
の言語の維持,英語のテストの作成,ＡＡＣＬＭＥと呼ばれる言語政策の
の設置に関るもので, 1987年から1991年までの計画が予算化されている。
ところである。
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なお本稿は拙稿「オーストラリアにおける外国語教育Part 4」（高知大学教育学部研究報告第1部
第40号pp. 145-151)に加筆と修正を加えたものである。

